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は
じ
め
に

　

稲
毛
新
荘
は
本
荘
と
と
も
に
武
蔵
国
橘
樹
郡
内
に
所
在
し
た

摂
関
家
領
荘
園
で
あ
り
、十
二
世
紀
半
ば
以
前
の
成
立
と
な
る
。

現
在
の
川
崎
市
高
津
区
・
中
原
区
、
多
摩
川
右
岸
の
氾
濫
平
野

の
多
く
を
占
め
る
数
百
町
規
模
の
大
規
模
荘
園
で
あ
る
。
本
荘

は
承
久
の
乱
後
に
関
東
御
領
と
な
り
、
新
荘
は
摂
関
家
九
条
家

領
と
し
て
存
続
す
る
が
、
地
頭
請
所
と
な
る
な
ど
実
質
的
に
幕

府
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
。

　

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
永
徳
四
年
（
一
三
八
四
）
の
稲
毛
新
荘

渋
口
郷
の
分
銭
注
文
は
、
稲
毛
荘
の
内
部
構
造
が
う
か
が
わ
れ

る
希
有
な
史
料
で
あ
り
、
鎌
倉
府
の
重
臣
新
田
岩
松
直
国
へ
同

郷
が
給
付
さ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
。
岩
松
は
こ
の
注
文
を

も
っ
て
支
配
に
臨
も
う
と
し
た
が
、
旧
領
主
で
あ
ろ
う
江
戸
氏

は
、
一
族
を
率
い
て
城
郭
を
構
え
岩
松
へ
の
引
き
渡
し
に
抵
抗
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す
る
。
岩
松
・
江
戸
氏
と
も
に
強
い
姿
勢
で
渋
口
郷
支
配
の
確

保
を
試
み
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
渋
口
郷
に
つ
い
て
、
橘
樹
郡
衙
が
設
け
ら
れ
た
七
世
紀

ほ
ど
の
時
期
か
ら
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
し
て
み
た
い
。
こ

と
に
多
摩
川
右
岸
平
野
の
灌
漑
に
意
識
を
む
け
る
。
や
や
も
す

る
と
二
ヶ
領
用
水
は
近
世
、
徳
川
家
康
の
関
東
入
部
後
、
小
泉

次
太
夫
に
よ
っ
て
初
め
て
開
削
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
古
代
条
里
・
中
世
稲
毛
荘
の
再
生
産
活
動
に
も
同
用
水
相

当
の
灌
漑
設
備
は
不
可
欠
で
あ
り
、
相
応
の
灌
漑
設
備
は
存
在

し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
鎌
倉
中
期
に
幕
府
が
将
軍
個
人
の

営
作
と
し
て
多
摩
野
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
重
要

性
を
表
し
て
い
よ
う
し
、
さ
ら
に
家
康
が
小
杉
御
殿
と
セ
ッ
ト

で
二
ヶ
領
用
水
の
開
削
を
命
じ
て
い
る
の
も
、
単
に
穀
物
増
産

の
目
的
の
み
な
ら
ず
、
大
河
を
制
す
る
権
力
の
威
信
を
顕
示
す

る
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

　

橘
樹
郡
衙
の
膝
下
で
条
里
近
辺
と
い
う
古
代
以
来
の
歴
史
的

前
提
を
み
す
え
つ
つ
、
南
北
朝
期
の
同
郷
分
銭
注
文
を
素
材
と

し
、
そ
こ
に
か
か
わ
っ
て
く
る
国
司
・
荘
園
領
主
な
ど
の
公
権

力
や
、
在
庁
官
人
の
日
奉
党
・
高
家
秩
父
一
族
な
ど
地
域
勢
力

の
動
向
を
検
討
し
て
み
た
い
。

１
、
橘
樹
郡
衙
の
考
古
学
的
成
果

　

渋
口
郷
の
北
側
台
地
上
に
は
、
橘
樹
評
家
・
郡
衙
に
比
定
さ

れ
て
い
る
橘
樹
官
衙
遺
跡
群
が
所
在
す
る（
１
）。
現
在
の
と
こ
ろ
、

郡
庁
に
相
当
す
る
遺
跡
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
八
世
紀
前
半

以
降
の
全
盛
期
（
Ⅱ
期
）
に
は
、
建
物
群
の
造
営
方
向
が
す
べ

て
真
北
の
方
位
で
統
一
さ
れ
、溝
で
区
画
さ
れ
た
南
北
約
150
ｍ
、

東
西
約
200
ｍ
ほ
ど
の
範
囲
に
総
柱
建
物
一
四
棟
な
ど
が
計
画
的

に
配
置
さ
れ
た
遺
構
は
、
典
型
的
な
郡
衙
正
倉
院
の
形
態
と
さ

れ
る
。

　

こ
の
橘
樹
官
衙
遺
跡
群
の
南
側
を
古
代
の
駅
路
・
伝
路
で
あ

る
中
原
街
道
が
東
西
に
通
じ
、
南
側
が
渋
口
郷
と
な
る
。
同
郷

の
台
地
部
分
の
子
母
口
植
之
台
遺
跡
か
ら
は
、
橘
樹
郡
衙
の
正

倉
に
匹
敵
す
る
規
模
の
八
世
紀
後
半
の
総
柱
建
物
が
検
出
さ
れ

て
お
り
、郡
衙
正
倉
院
別
院
と
い
っ
た
想
定
も
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
郡
家
正
倉
院
の
西
300
ｍ
程
に
は
影
向
寺
遺
跡
が
所
在
す

る
。
発
掘
調
査
は
一
部
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
七
世
紀
後
葉
に

造
営
さ
れ
た
古
代
寺
院
で
、
総
瓦
葺
の
一
塔
一
金
堂
形
式
の
伽

藍
配
置
が
想
定
さ
れ
て
い
る（
２
）。
南
武
蔵
地
域
で
は
七
世
紀
後
半
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か
ら
八
世
紀
前
半
ま
で
は
、
影
向
寺
以
外
の
古
代
寺
院
は
未
確

認
で
、
同
遺
跡
か
ら
は
七
世
紀
後
葉
～
八
世
紀
初
頭
の
「
无
射

志
（
武
蔵
）
国
荏
原
評
」
と
ヘ
ラ
書
さ
れ
た
瓦
、
及
び
都
筑
郡

を
指
す
で
あ
ろ
う
「
都
」
と
ヘ
ラ
書
の
あ
る
八
世
紀
中
葉
の
瓦

が
出
土
し
て
お
り
、
周
辺
諸
郡
が
協
力
し
て
造
営
に
あ
た
っ
て

い
る
様
子
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
影
向
寺
遺
跡
の

古
代
寺
院
は
、
武
蔵
国
分
寺
建
立
以
前
に
お
け
る
南
武
蔵
地
域

一
帯
の
中
核
的
な
寺
院
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る（
３
）。

　

さ
ら
に
渋
口
郷
の
台
地
部
東
端
に
は
郡
名
を
冠
す
る
橘
樹
神

社
が
鎮
座
す
る
。
後
述
す
る
永
徳
四
年
の
渋
口
郷
地
検
目
録
に

は
、「
二
段　

立
花
宮　

神
田
」
と
あ
り
、
室
町
期
に
は
郡
名

橘
樹
の
名
を
冠
し
た
神
社
が
渋
口
郷
に
存
在
し
て
お
り
、『
延

喜
式
』
に
み
え
る
橘
樹
郡
内
の
「
橘
樹
多
知
波
奈
」
郷
が
渋
口
郷

を
含
む
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
『
延
喜
式
』
の
武
蔵
国
の
駅
馬
に
小
高
が
み
え
、
そ
の
比
定

地
は
、
橘
樹
郡
衙
と
併
設
、
川
崎
市
高
津
区
の
「
小
高
谷
戸
」、

同
中
原
区
「
小
田
中
」
と
い
っ
た
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
近
世
矢
倉
沢
往
還
・
中
原
街
道
ル
ー
ト
の
古
代
官
道
が
合
流

す
る
橘
樹
郡
衙
付
近
と
な
る（
４
）。

　
『
日
本
書
紀
』
安
閑
天
皇
元
年
（
五
三
四
）
閏
十
二
月
是
月

条
に
よ
る
と
、武
蔵
国
造
笠
原
直
使
主
が
大
和
政
権
へ
「
橘
花
」

ほ
か
四
ヶ
所
の
屯
倉
を
献
上
し
て
い
る
。
武
蔵
野
台
地
の
多
摩

川
側
の
台
地
縁
辺
部
に
は
数
多
く
古
墳
・
横
穴
墓
が
造
ら
れ
て

お
り
、
日
吉
・
加
瀬
台
古
墳
群
中
の
白
山
古
墳
・
観
音
松
古
墳

は
四
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
大
規
模
な
前
方
後
円
墳

と
し
て
知
ら
れ
る（
５
）。
白
山
古
墳
か
ら
は
京
都
府
椿
井
大
塚
山
古

墳
な
ど
と
同
笵
の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
す
る
な
ど
、
前
方
後

円
墳
と
い
う
形
状
と
と
も
に
大
和
王
権
と
つ
な
が
り
を
も
っ
た

豪
族
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
七
世
紀
ま

で
連
綿
と
古
墳
の
造
営
が
続
け
ら
れ
、
終
末
期
に
あ
た
る
七
世

紀
前
葉
の
馬
絹
古
墳
を
、
影
向
寺
の
造
立
主
体
で
あ
る
郡
領
氏

族
の
刑
部
直
氏
の
奥
津
城
と
す
る
見
解
も
あ
り
、
古
墳
時
代
か

ら
郡
衙
・
古
代
寺
院
の
建
立
に
関
わ
っ
た
一
連
の
流
れ
を
読
む

こ
と
が
で
き
る（
６
）。

２
、
橘
樹
郡
衙
・
条
里
と
根
方
用
水

　

橘
樹
郡
衙
は
十
世
紀
を
前
に
し
て
機
能
を
停
止
し
て
お
り
、

支
配
機
能
を
中
世
に
直
接
継
承
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
古
代
官
道
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
中
原
街
道
は
、
中
世
を

通
じ
て
機
能
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
で
も
主
要
街
道
と
し
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て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
橘
樹
郡
衙
は
、
多
摩
川
・
鶴
見
川
と
ア

ク
セ
ス
の
容
易
な
場
所
に
あ
り
、
陸
路
・
水
路
の
交
差
す
る
交

通
の
要
衝
と
い
う
重
要
性
は
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
農
業
生
産
の
拠
点
と
い
う
点
に
も
着
目
し
て
み
た

い
。
橘
樹
郡
衙
に
は
大
規
模
な
正
倉
院
が
設
け
ら
れ
、
膝
下
の

多
摩
川
右
岸
氾
濫
平
野
部
に
大
規
模
に
展
開
す
る
条
里
田
で
生

産
さ
れ
た
穀
物
が
備
蓄
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う（
７
）。

　

拙
稿
「
武
蔵
国
稲
毛
荘
・
丸
子
荘
の
治
水
と
灌
漑（
８
）」（
以
下
、

拙
稿
Ａ
）
で
は
両
荘
に
お
け
る
灌
漑
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
両
荘
地
域
の
水
田
稲
作
に
は
、
近
世
二
ヶ
領
用
水
に
相

当
す
る
灌
漑
用
水
が
不
可
欠
で
あ
る
。
二
ヶ
領
用
水
の
二
ヶ
領

と
は
近
世
稲
毛
領
・
川
崎
領
を
指
し
、
多
摩
川
よ
り
中
野
島
と

宿
河
原
の
二
ヶ
所
か
ら
取
水
し
、
溝
の
口
で
川
崎
・
川
辺
・
根

方
・
久
地
溝
の
口
用
水
の
四
つ
に
分
水
さ
れ
、多
摩
川
・
鶴
見
川
・

東
京
湾
へ
排
水
さ
れ
る
ま
で
、
多
摩
川
中
下
流
右
岸
地
域
（
川

崎
市
高
津
区
・
中
原
区
・
幸
区
・
川
崎
区
）
を
灌
漑
す
る
大
規

模
な
用
水
で
あ
る
。
江
戸
初
期
、
幕
府
代
官
小
泉
次
大
夫
が
小

杉
村
（
川
崎
市
中
原
区
）
に
あ
っ
て
、
多
摩
川
左
右
両
岸
で
の

灌
漑
用
水
開
削
工
事
を
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
よ
り
十
年

以
上
の
歳
月
を
か
け
行
っ
た（
９
）。
さ
ら
な
る
工
事
に
よ
り
整
備
は

進
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
完
成
し
た
二
ヶ
領
用
水
は
、
川

崎
市
域
の
多
摩
川
右
岸
平
野
部
の
ほ
ぼ
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

ま
た
拙
稿
「
稲
毛
本
荘
の
治
水
・
灌
漑
・
交
通
―
荘
鎮
守
春

日
社
所
在
の
宮
内
を
中
心
に
―
（
（1
（

」（
以
下
、
拙
稿
Ｂ
）
で
は
、

本
荘
の
鎮
守
春
日
社
が
現
在
の
中
原
区
宮
内
に
鎮
座
す
る
理
由

を
治
水
・
灌
漑
・
交
通
の
面
か
ら
検
討
し
、
こ
と
に
治
水
に
つ

い
て
は
本
荘
小
田
中
郷
・
井
田
郷
を
多
摩
川
の
攻
撃
か
ら
守
る

要
で
あ
り
、
水
除
け
の
願
い
を
こ
め
て
多
摩
川
に
接
す
る
自
然

堤
防
上
に
勧
請
さ
れ
た
も
の
と
想
定
し
た
。

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
子
母
口
村
項
で
は
「
根
方
十
三
ヶ

村
組
合
用
水
」
と
あ
る
よ
う
に
渋
口
郷
域
は
根
方
用
水
に
よ
り

灌
漑
さ
れ
て
お
り
、
同
用
水
は
久
地
分
水
樋
で
分
水
さ
れ
た

後
、
溝
の
口
の
西
南
で
交
差
す
る
広
瀬
川
を
樋
で
越
え
、
同
川

に
沿
っ
て
南
下
し
つ
つ
久
本
・
末
長
・
新
作
・
千
年
と
い
っ
た

条
里
地
域
を
灌
漑
し
、
最
末
流
の
渋
口
郷
に
い
た
っ
て
鶴
見
川

支
流
の
矢
上
川
へ
落
ち
る
。
渋
口
郷
は
郡
名
を
冠
す
る
橘
樹
神

社
の
所
在
地
で
も
あ
り
、
そ
の
台
地
部
か
ら
は
正
倉
院
別
院
に

比
定
さ
れ
る
遺
構
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
根
方
用
水
は

橘
樹
郡
衙
膝
下
ま
で
用
水
を
導
く
た
め
の
施
設
と
い
え
る
。
郡
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衙
が
所
在
す
る
舌
状
台
地
の
東
側
の
麓
に
は
根
方
の
地
名
が
あ

り
、
こ
の
「
根
方
」
を
目
指
し
た
用
水
と
い
う
意
味
で
根
方
用

水
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

拙
稿
Ａ
で
示
し
た
よ
う
に
、
中
世
の
多
摩
川
は
久
地
の
上
流

部
に
お
い
て
は
、現
在
よ
り
多
摩
丘
陵
に
寄
っ
て
流
れ
て
お
り
、

登
戸
・
宿
河
原
は
多
摩
川
の
左
岸
で
あ
っ
た
。
溝
の
口
か
ら
南

下
す
る
二
ヶ
領
用
水
の
う
ち
最
も
大
規
模
な
川
崎
用
水
は
、
多

摩
川
右
岸
氾
濫
平
野
の
中
央
部
を
貫
通
す
る
旧
河
道
を
利
用
し

て
い
る
。

　

こ
の
旧
河
道
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
か
つ
て
は
多
摩
丘
陵
か

ら
平
野
に
出
た
広
瀬
川
が
、
溝
の
口
の
南
部
で
多
摩
川
に
合
流

し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
氾
濫
平
野
中
央
を
多
摩
川
本
流
が

貫
流
す
る
状
況
に
お
い
て
は
、
中
世
の
坂
戸
・
小
田
中
・
井
田

郷
と
い
っ
た
稲
毛
荘
域
は
そ
の
流
路
と
な
り
、
同
荘
は
存
在
し

よ
う
が
な
い
。
多
摩
川
が
武
蔵
野
台
地
に
沿
っ
た
北
側
に
偏
っ

た
流
路
に
固
定
さ
れ
た
こ
と
で
稲
毛
荘
は
存
在
し
得
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
久
地
・
溝
の
口
の
境
に
あ
る
現
在
か
す
み
堤
と
称

さ
れ
る
堤
防
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

か
す
み
堤
に
よ
り
多
摩
川
を
左
岸
に
寄
せ
、
久
地
の
取
水
堰

か
ら
用
水
を
引
き
入
れ
、
と
り
残
さ
れ
た
多
摩
川
旧
河
道
が
灌

漑
用
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
灌
漑
シ
ス
テ
ム

は
多
摩
川
の
攻
撃
を
受
け
や
す
く
、
拙
稿
Ａ
で
示
し
た
よ
う
に

川
除
堤
防
は
年
々
の
補
修
を
要
し
、
拙
稿
Ｂ
で
は
、
河
道
が
直

線
化
さ
れ
堤
防
が
整
備
さ
れ
た
近
代
に
お
い
て
も
、
坂
戸
で
の

破
堤
に
よ
り
小
田
中
・
井
田
が
冠
水
し
、
洪
水
が
矢
上
川
を
経

て
鶴
見
川
へ
流
入
し
た
明
治
の
事
例
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
戦
国
後
期
で
は
多
摩
川
は
登
戸
・
宿
河
原
の
南
を
流
れ

て
お
り
、
現
在
の
中
野
島
・
宿
河
原
の
取
水
口
は
存
在
し
得
ず
、

久
地
の
北
西
の
堰
付
近
で
多
摩
川
か
ら
取
水
し
て
い
た
も
の
と

想
定
さ
れ
る
が
、
多
摩
川
か
ら
の
取
水
は
、
流
路
の
移
動
や
洲

の
堆
積
、
洪
水
に
よ
る
堰
・
用
水
設
備
の
破
壊
に
よ
っ
て
容
易

に
使
用
不
能
に
陥
る
。
恐
ら
く
そ
う
し
た
取
水
障
害
は
頻
繁
に

発
生
し
、
そ
の
都
度
、
補
修
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
例
え

ば
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
末
の
多
摩
野
荒

野
開
発
は
、「
堀
㆓
通
多
磨
河
㆒、
堰
㆓
上
其
流
於
武
蔵
野
㆒
可
㆑
開
㆓

水
田
㆒
」
と
い
う
事
業
で
、
二
ヶ
月
と
い
う
短
期
の
造
作
か
ら

す
る
と
、
堤
防
の
構
築
・
水
路
の
掘
削
な
ど
の
大
規
模
工
事
を

伴
わ
な
い
堰
の
修
築
と
、
そ
こ
か
ら
既
存
の
水
路
へ
の
導
入
と

い
っ
た
部
分
的
な
作
業
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

根
方
用
水
が
落
ち
る
矢
上
川
は
、
悪
水
の
排
水
路
と
し
て
重
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要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
明
津
村
は
も
と
子
母
口（
渋
口
）

村
内
と
さ
れ
、
ま
た
前
述
の
根
方
用
水
が
矢
上
川
へ
の
排
水
口

の
一
つ
が
同
村
に
あ
り
、
矢
上
川
が
「
当
村
に
入
り
、
井
田
境

に
て
悪
水
」
と
合
流
す
る
と
あ
る
（『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

橘
樹
郡
明
津
村
項
）。
こ
の
矢
上
川
の
排
水
機
能
が
国
衙
付
近

の
多
摩
川
氾
濫
平
野
の
再
生
産
活
動
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
十
一
月
矢
上
川
竹
木
伐
払
に
つ
き

済
口
証
文
（『
川
崎
市
史
資
料
編
二
』
幸
区
深
瀬
哲
雄
家
所
蔵
）

に
よ
る
と
、
矢
上
川
沿
い
の
一
一
ヶ
村
（
（1
（

で
悪
水
路
組
合
が
組
織

さ
れ
、
両
岸
の
竹
木
の
伐
払
と
付
洲
の
浚
渫
に
よ
る
矢
上
川
の

洪
水
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
業
が
矢
上
村
と
南
加
瀬

村
と
の
堤
防
か
さ
上
げ
相
論
に
よ
り
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
れ
川
幅
が

狭
ま
っ
た
（
（1
（

。
こ
の
た
め
大
雨
の
際
に
は
満
水
と
な
り
、
川
沿
い

の
百
姓
家
に
は
水
が
押
し
入
り
、「
拾
壱
ヶ
村
川
附
田
畑
弐
百

町
歩
余
、
年
々
水
腐
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
際
に
は
関
東

郡
代
広
民
の
許
で
裁
許
が
あ
り
、矢
上
川
上
流
の
野
川
村
か
ら
、

南
加
瀬
の
鶴
見
川
落
口
ま
で
の
区
間
の
竹
木
伐
払
を
夏
土
用
中

に
実
施
す
る
よ
う
和
談
が
成
立
し
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

に
は
公
儀
に
よ
る
そ
の
実
施
確
認
が
取
り
決
め
ら
れ
る
。

　

近
世
で
は
竹
木
伐
採
や
浚
渫
に
よ
る
洪
水
対
策
が
恒
常
的
に

な
さ
れ
な
い
と
、
矢
上
川
が
氾
濫
し
再
生
産
活
動
は
大
き
く
阻

害
さ
れ
る
。
こ
の
状
況
は
古
代
・
中
世
で
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
同
郷
は
根
方
用
水
の
末
流
に
位
置
し
、
矢
上
川

が
氾
濫
す
れ
ば
根
方
用
水
の
逆
流
が
発
生
し
て
、
用
水
の
灌
漑

を
受
け
て
い
る
水
田
が
真
っ
先
に
水
損
を
被
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
古
代
以
来
、
継
続
的
に
郡
・
国
・
荘
園
領
主
・
在
地
領
主

ら
に
よ
る
灌
漑
設
備
の
維
持
・
管
理
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と

想
定
さ
れ
る
。

３
、
渋
口
郷
分
銭
注
文
の
分
析

　

渋
口
郷
を
含
む
橘
樹
郡
衙
周
辺
の
耕
地
は
、
近
世
根
方
用
水

に
相
当
す
る
よ
う
な
堤
防
・
堰
・
用
水
路
・
排
水
路
な
ど
の
管

理
に
よ
っ
て
再
生
産
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
状
況
を
史
料
上

で
垣
間
見
ら
れ
る
の
が
、
岩
松
直
国
へ
提
出
さ
れ
た
同
郷
分
銭

注
文
で
あ
る
。
こ
の
注
文
は
、
岩
松
直
国
の
同
郷
支
配
の
た
め

に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
支
配
は
江
戸
希

全
・
同
道
貞
・
同
道
儀
ら
の
抵
抗
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
。

至
徳
元
年
（
永
徳
四
年
）
七
月
二
十
三
日
大
石
聖
顕
請
文
（『
川

崎
市
史
資
料
編
一
』
正
木
文
書
）
に
よ
る
と
、
聖
顕
が
直
国
代

官
国
経
か
ら
の
下
地
の
打
渡
要
請
に
よ
り
沙
汰
付
し
よ
う
と
し
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た
と
こ
ろ
、
江
戸
希
全
ら
が
多
勢
を
率
い
て
城
郭
を
構
え
合
戦

に
及
ぼ
う
と
し
た
た
め
打
ち
渡
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
『
太
平
記
』（
巻
三
三
）
に
よ
る
と
、延
文
三
年
（
一
三
五
八
）

十
月
、
新
田
義
興
暗
殺
を
企
て
た
江
戸
遠
江
守
（
高
良
）・
下

野
守
（
冬
長
）
は
、
所
領
で
あ
っ
た
「
稲
毛
の
庄
十
二
郷
」
が

闕
所
と
さ
れ
た
た
め
鎌
倉
公
方
に
謀
反
す
る
と
偽
り
、
義
興
を

誘
い
出
し
て
多
摩
川
矢
口
の
渡
し
で
謀
殺
し
た
と
い
う
（
（1
（

。
稲
毛

荘
十
二
郷
を
江
戸
氏
が
得
て
い
た
か
否
か
、
真
偽
の
程
は
定
か

で
な
い
が
、
岩
松
へ
の
渋
口
郷
の
打
渡
に
対
し
城
郭
を
構
え
合

戦
も
辞
さ
な
い
な
ど
、
頑
強
に
抵
抗
し
て
い
る
様
子
か
ら
す
れ

ば
、
そ
れ
以
前
に
稲
毛
荘
全
体
を
所
領
化
し
て
い
た
と
い
う
の

も
本
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

江
戸
氏
の
支
配
を
排
除
し
当
知
行
化
し
よ
う
と
し
た
の
が
本

注
文
で
あ
り
、
南
北
朝
期
へ
と
時
代
が
下
る
が
、
こ
れ
に
よ
る

と
郷
内
に
一
定
の
堰
免
が
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
灌
漑

設
備
の
共
同
管
理
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

渋
口
郷
分
銭
注
文
（『
川
崎
市
史
資
料
編
一
』
正
木
文
書
）

　
（
端
裏
書
）「
渋
口
目
六　
　
　

ひ
こ
四
郎
上
」

　
　
　
　

永（
一
三
八
四
）

徳
四
年
二
月
廿
六
日

　

渋
口
郷
目
録

①
一
町　
　

大
戸
宮　

神
田

②
二
段　
　

立
花
宮　

神
田

③　

領
家
方　

能
登
房
作

　

一
宇　

田
壱
町
四
反

　
　
　

田
壱
町　
散
在

　
　
　

合
弐
町
四
反　
此
内
四
段
小
せ（

堰

免

）

き
め
ん
御
公
事
免
ニ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
く

　
　
　
　
　
以
上　

八
貫
弐
百
三
十
七
文
分
銭

④　
　
　

領
家
方　

き
や
う
み
ち
作

　

一
宇　

田
壱
町
一
段　
此
内
二
反
四
十
分
せ
き
め
ん
御
［
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
免
ニ
の
そ
く
］

　
　
　
　
　
以
上
分
銭
参
貫
五
百
五
十
七
文

⑤　
　

仁
木
方　

浄
法
作

　

一
宇　

田
弐
町
八
反　
此
内
四
反
大
せ
き
め
ん
御
公
事
免
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
そ
く

　
　
　
　
　
以
上
分
銭
九
貫
六
百
八
十
文

⑥　
　

た
ゝ
え
方　

さ
近
五
郎
作

　

一
宇　

田
壱
町
五
段　
此
内
弐
反
半
せ
き
め
ん
御
公
事
免
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
そ
く

　
　
　
　
　
い
上
分
銭
五
貫
文
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⑦　
　

立
河
方　

七
郎
分

　

一
宇　

田
弐
町　
此
内
六
反
田
成
畠
三
段
小
せ
き
め
ん　

御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
事
免
の
そ
く

　
　
　
　
　
い
上
分
銭
五
貫
百
五
十
文

⑧　
　

立
河
方　

か
く
ね
ん
分

　

一
宇　

田
弐゙
町゙
三
段　
此
内
一
反
の
そ
く

　
　
　
　
　
い
上
分
銭
六
百
七
十
七
文

⑨
一
散
在

　
　
　

立
河
方　

阿
久
津
殿
分

　
　
　

田
壱
町
五
反　
此
内
一
反
半
の
そ
く

　
　
　
　
　
い
上
分
銭
五
貫
四
百
文

⑩
一
横
山
殿
分

　
　
　

田
六
反　
此
内
二
百
四
十
文
せ
き
め
ん
一
反
田
成
畠

　
　
　
　
　
い
上
分
銭
壱
貫
九
百
文

　

惣
都
合
参
拾
九
貫
六
百
十
三
文

　

末
尾
の
惣
都
合
39
貫
613
文
（
計
算
上
で
は
39
貫
601
文
）
と
分

銭
の
合
計
を
算
出
し
て
い
る
よ
う
に
分
銭
賦
課
・
徴
収
を
目
的

と
す
る
注
文
で
あ
ろ
う
。
本
注
文
を
〔
渋
口
郷
分
銭
注
文
表
〕

に
整
理
し
た
。

　

①
②
神
田
の
分

銭
は
免
除
、
③
～

⑩
が
課
税
地
で
、

「
せ
き
め
ん
御
公

事
免
ニ
の
ぞ
く
」

と
あ
る
よ
う
に
、

課
税
地
で
あ
る
公

田
に
は
公
事
免
田

が
設
定
さ
れ
、
そ

れ
を
除
い
た
い
わ

ゆ
る
定
公
事
田
に

分
銭
が
賦
課
さ
れ

る
。
シ
ン
プ
ル
な

と
こ
ろ
で
は
、
④

領
家
方
き
や
う
み

ち
の
定
公
事
田
約

8.9
段
、
こ
れ
は
田

１
町
１
反
か
ら
堰

免
２
段
40
歩
を
除

い
た
数
値
で
、
こ

〔
渋
口
郷
分
銭
注
文
表
〕



稲毛新荘渋口郷と橘樹郡衙67

の
8.9
段
に
分
銭
３
貫
557
文
が
賦
課
さ
れ
て
お
り
、3557

文
を

8.9
段
で
割
る
と
、
段
別399.66

文
、
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
400
文
と

な
る
。
⑥
た
ゝ
え
方
は
定
公
事
田
１
町
５
段
へ
分
銭
5
貫
文
で

同
じ
く
反
別
400
文
と
な
る
。
⑨
散
在
も
反
別
400
文
で
あ
り
、
在

家
に
付
属
し
な
い
散
在
で
あ
っ
て
も
段
別
賦
課
の
割
合
は
変
わ

ら
な
い
。
た
だ
し
田
成
畠
は
段
別
140
～
150
文
と
か
な
り
低
額
の

よ
う
だ
。

　

⑦
立
河
方
で
は

一
宇　

２
町　

こ
の
内
６
段
田
成
畠　

３
段
小
堰
免
公
事
免　

分

銭
５
貫
150
文

と
あ
り
、
３
段
小
（
120
歩
）
が
公
事
免
田
で
、
全
体
２
町
か
ら

免
田
を
除
い
た
定
公
事
田
は
１
町
６
段
240
歩
、
こ
こ
か
ら
６
段

田
成
畠
を
引
く
と
残
り
１
町
240
歩
で
、
こ
れ
に
段
別
400
文
の
賦

課
だ
と
４
貫
240
文
と
な
る
。
⑦
の
分
銭
は
都
合
５
貫
150
文
な
の

で
、
こ
こ
か
ら
定
公
事
田
の
分
銭
４
貫
240
文
を
引
い
た
残
り
910

文
が
田
成
畠
分
の
分
銭
と
な
る
。
田
成
畠
６
段
に
910
文
が
賦
課

さ
れ
て
い
る
の
で
段
別
150
文
程
と
な
る
。

　

同
じ
く
田
成
畠
を
含
む
⑩
横
山
分
で
は
、

田
６
段　

こ
の
内
240
文
せ
き
め
ん　

１
段
田
成
畠　

以
上
分
銭
１

貫
900
文

で
あ
る
が
、
ま
ず
「
文
」
に
つ
い
て
『
川
崎
市
史
資
料
編
一
』

で
は
衍
字
と
し
〔
歩
〕
と
注
記
す
る
が
、
段
別
400
文
の
賦
課
で

考
え
た
場
合
、
240
文
は
0.6
段
（
216
歩
）
に
相
当
す
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
６
段
の
公
事
免
を
銭
で
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
原
文
の
ま
ま
「
文
」
が
適
当
で
あ
る
。
田
６
段
の
う
ち
田

成
畠
１
段
と
公
事
免
田
0.6
段
を
引
い
た
定
公
事
田
は
４
段
144
歩

で
、
こ
れ
に
段
別
400
文
を
賦
課
す
る
と
１
貫
760
文
と
な
る
。
分

銭
は
都
合
１
貫
900
文
な
の
で
、
田
成
畠
相
当
は
140
文
、
す
な
わ

ち
段
別
140
文
と
な
る
。
つ
ま
り
⑦
で
段
別
150
文
、
⑩
で
段
別
140

文
と
低
額
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
畠
地
を
稲
作
に
転
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、
あ
る
い
は
課
税
額
が
畠
の
ま
ま
な
の
で
低
額
な
の

だ
ろ
う
。
⑩
の
「
文
」「
歩
」
に
つ
い
て
は
、
通
常
田
の
５
段

に
段
別
400
文
の
賦
課
で
ａ2000

文
と
な
り
、
田
成
畠
の
１
段

に
段
別
140
文
で
あ
れ
ば
ｂ
140
文
、
ab
を
足
し
た2140

文
か
ら

堰
免
240
文
を
引
く
と1900

文
と
な
る
の
で
、「
文
」
の
ま
ま
で

良
い
。

　

⑨
散
在
の
１
町
５
段
の
免
田
は
１
段
半
と
10
％
に
設
定
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
⑩
で
も
６
段
に
堰
免
240
文
・
0.6
段
（
216
歩
）

な
の
で
10
％
と
同
率
で
あ
る
。
つ
ま
り
⑩
横
山
殿
分
は
在
家
に

付
属
し
な
い
散
在
田
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
分
銭
を
免
除
さ
れ
る
公
事
免
田
の
割
合
は
、
⑧
立
河
方

の
0.3
段
を
除
く
と
、お
よ
そ
１
段
に
つ
き
0.2
～
0.1
段
程
で
あ
る
。

１
段
別
の
免
田
は
領
家
方
が
③0.179

、
④

0.19
段
、
⑤
⑦
⑧
の

仁
木
・
た
た
え
・
立
河
ら
給
人
分
は0.166

・0.167

段
で
あ
る
。

恐
ら
く
領
家
方
の
公
田
に
は
１
町
に
つ
き
２
段
、
給
人
方
に
は

１
段
大
程
の
免
田
が
割
当
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く

と
も
領
家
方
の
公
事
免
田
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
に
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
公
事
免
田
の
多
く
に
は
「
せ
き
め
ん
（
堰
免
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
心
は
堰
免
、
す
な
わ
ち
用
水

維
持
・
管
理
費
と
な
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
領
家
は
公
事
を
徴
収
す
る
立
場
で
、
領
家
が
公
事

を
負
担
す
る
と
い
う
は
本
末
転
倒
で
あ
る
が
、
下
地
の
一
円
化

が
進
め
ら
れ
た
結
果
、領
家
も
公
事
役
を
負
担
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
経
緯
は
定
か
で
な
い
が
、
と
も
か
く
領
家
方
の
堰
免
の
割

合
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
用
水
の
維
持
管
理
に
よ
り
大
き
な

責
任
を
負
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。責
任
の
大
き
さ
は
、

そ
れ
に
比
例
し
た
権
益
の
存
在
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
領
家
方

の
方
が
給
人
方
よ
り
用
水
支
配
権
が
大
き
い
と
理
解
さ
れ
、
そ

の
領
家
の
前
身
は
国
司
・
郡
司
で
あ
り
、
立
荘
に
あ
た
り
国
司
・

郡
司
の
権
益
と
義
務
を
、
領
家
が
引
き
継
い
だ
と
い
う
歴
史
的

経
緯
を
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

４
、
渋
口
郷
の
「
立
河
方
」

　

橘
樹
評
家
・
郡
衙
は
、
八
世
紀
前
葉
を
全
盛
期
と
し
、
七
世

紀
中
葉
か
ら
九
世
紀
中
葉
に
機
能
し
た
と
さ
れ
（
（1
（

、
条
里
を
灌
漑

し
郡
衙
膝
下
ま
で
導
く
根
方
用
水
は
郡
が
管
理
し
て
い
た
と
想

定
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
九
世
紀
中
葉
に
郡
衙
機
能
は
失
わ
れ
る

の
で
、
恐
ら
く
そ
の
機
能
は
国
衙
、
そ
し
て
稲
毛
荘
の
領
主
へ

と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。立
荘
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、

そ
れ
は
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
以
前
（
（1
（

で
、
立
荘
に
よ
り
荘
務

権
が
国
衙
か
ら
摂
関
家
へ
移
行
し
、
建
長
二
年
に
は
新
荘
が
地

頭
請
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、地
頭
へ
荘
務
権
が
移
行
し
て
い
る
（
（1
（

。

東
国
荘
園
で
も
あ
り
、
摂
関
家
と
い
え
ど
も
在
地
支
配
は
困
難

を
伴
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
七
月
十
八

日
大
江
某
注
進
状
（
（1
（

に
よ
れ
ば
、
作
成
者
の
大
江
某
は
籾
149
石
余

も
の
私
得
分
を
得
て
い
る
有
力
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
私
得
分

を
沙
汰
し
て
い
た
の
は
末
成
・
為
次
で
あ
り
、
彼
等
は
荘
官
か

と
さ
れ
て
お
り
（『
川
崎
市
史
資
料
編
一
』）、
稲
毛
荘
の
現
地

支
配
は
在
地
勢
力
に
よ
っ
て
担
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
良
い

だ
ろ
う
。
末
成
・
為
次
に
つ
い
て
山
野
龍
太
郎
は
、
日
奉
党
系
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の
稲
毛
氏
で
は
な
い
か
と
す
る
（
（1
（

。

　

稲
毛
荘
の
領
主
と
し
て
稲
毛
重
成
が
有
名
で
あ
る
が
、
重
成

が
稲
毛
を
称
す
る
の
は
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
以
降
で
、〔
小

川
系
図
〕
に
示
し
た
よ
う
に
、
日
奉
党
一
庁
官
系
の
重
行
子
息

「
稲
毛
五
郎
」
某
は
、
平
安
末
か
ら
幕
府
草
創
期
に
活
躍
し
た

平
山
季
重
ら
と
同
世
代
で
あ
り
、
同
荘
へ
の
入
部
は
日
奉
党
が

先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
よ
り
日
奉
党
系
稲
毛
氏
の
存

在
に
つ
い
て
の
指
摘
は
あ
っ
た
が
、
近
年
、
今
野
慶
信
ら
に
よ

り
平
安
末
期
の
立
荘
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
は
、
平
姓
秩
父
一

族
で
は
な
く
、
武
蔵
七
党
日
奉
党
の
稲
毛
氏
と
い
う
理
解
が
提

示
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
た
だ
し
今
野
は
、
稲
毛
へ
進
出
し
て
い
る
の

は
、
日
奉
党
で
も
一
庁
官
系
の
小
川
氏
で
あ
り
、
二
庁
官
系
の

立
河
氏
で
は
な
い
と
し
、
こ
の
点
、
詳
細
に
分
析
し
た
山
野
は
、

宝
治
合
戦
で
三
浦
氏
に
味
方
し
た「
稲
毛
左
衞
門
尉
」「
同
十
郎
」

は
こ
の
一
庁
官
系
稲
毛
氏
で
あ
り
、
そ
の
後
、『
吾
妻
鏡
』
に

「
稲
毛
兵
衛
太
郎
」「
稲
毛
左
近
将
監
」
が
み
え
、
こ
れ
ら
は
同

じ
日
奉
党
で
も
二
庁
官
流
系
の
稲
毛
氏
で
、
宝
治
合
戦
で
北
条

方
で
戦
功
を
あ
げ
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
稲
毛
荘
を
給
与
さ
れ
稲

毛
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
し
、
稲
毛
氏
が
一
庁
官
系

か
ら
二
庁
官
系
へ
移
行
し
た
と
す
る
（
（2
（

。

　

今
野
は
『
諸
家
系
図
纂
』
の
西
党
系
図
の
「
職
泰
稲
毛
二
郎

兵
衛
尉
」
の
記
述
を
不
確
実
な
も
の
と
し
、
立
河
系
の
稲
毛
氏

の
存
在
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
渋
口
郷

中
に
「
立
河
方
」
が
大
規
模
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日

奉
党
二
庁
官
系
の
立
河
氏
が
稲
毛
荘
に
進
出
し
て
い
た
可
能
性

は
否
定
し
難
く
、
山
野
の
論
じ
る
よ
う
に
立
河
系
稲
毛
氏
の
存

在
は
認
め
て
も
良
い
の
で
な
い
か
と
考
え
る
。

　

山
野
は
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
十
一
月
、
九
条
道
家
処
分

状
に
地
頭
請
と
あ
る
稲
毛
新
荘
の
地
頭
に
立
河
氏
を
比
定
し
、

そ
の
子
孫
が
相
伝
し
て
御
家
人
化
し
た
と
す
る
（
（2
（

。
し
か
し
新
荘

は
数
百
町
規
模
の
大
荘
園
で
、
鎌
倉
近
郊
の
重
要
な
場
所
で
も

あ
り
、
そ
れ
を
請
所
と
す
る
地
頭
が
立
河
氏
で
あ
っ
た
と
は
想

定
し
難
い
。
恐
ら
く
は
北
条
氏
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
安

達
・
足
利
ク
ラ
ス
が
相
応
し
い
。
立
河
氏
は
、
元
応
元
年
（
一

三
一
九
）
に
北
条
高
時
の
被
官
の
「
立
河
九
郎
」
が
み
え
る
な

ど
、
得
宗
被
官
と
し
て
の
活
動
が
幕
末
ま
で
確
認
で
き
（
（2
（

、
地
頭

北
条
氏
の
代
官
と
し
て
一
部
給
地
を
付
与
さ
れ
て
知
行
し
て
い

た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

有
力
な
得
宗
被
官
津
軽
工
藤
氏
の
所
領
を
分
析
し
た
今
野
慶

信
は
、
そ
の
所
領
群
は
散
在
的
か
つ
零
細
的
と
し
、
他
の
得
宗
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〔
小
川
系
図
〕『
新
八
王
子
市
史
通
史
編
二
』
日
奉
党
略
系
図
に 

『
中
世
武
士
立
川
氏
関
係
史
料
集　

立
川
文
書
』

所
収
小
川
系
図
よ
り
加
筆

内
『
諸
家
系
図
纂
』
よ
り
補
う
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被
官
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
す
る
（
（2
（

。
同
じ
く

北
条
氏
被
官
の
曾
我
氏
も
津
軽
平
賀
郡
に
岩
楯
郷
八
町
・
大

平
賀
郷
に
二
八
町
と
や
や
ま
と
ま
っ
て
知
行
地
を
も
つ
も
の

の
、
名
取
郡
四
郎
丸
名
に
一
町
八
段
余
、
信
濃
国
小
井
郷
に
田

一
町
・
在
家
一
宇
、
近
江
国
栗
太
郡
正
楽
名
に
田
三
町
・
在
家

な
ど
散
在
・
零
細
で
あ
る
（
（2
（

。
そ
れ
は
被
官
ら
の
所
領
が
、
得
宗

家
領
の
中
央
集
権
的
な
支
配
シ
ス
テ
ム
下
で
給
付
・
運
用
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
（2
（

。
こ
う
し
た
散
在
・
零
細
な
所
領
形
態

は
、
足
利
被
官
長
氏
で
も
同
様
で
能
登
国
土
田
荘
・
下
野
国

足
利
荘
・
相
模
国
愛
甲
・
参
河
国
富
永
保
な
ど
散
在
的
に
一

町
・
二
段
な
ど
零
細
な
所
領
を
有
し
て
い
る
（
（2
（

。

　

稲
毛
荘
の
う
ち
本
荘
は
、
承
久
の
乱
後
ま
も
な
く
関
東
御
領

と
な
る
が
、
渋
口
郷
を
含
む
新
荘
に
つ
い
て
も
幕
府
の
責
任
で

北
条
氏
な
ど
に
よ
る
所
務
請
負
が
な
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

小
国
浩
寿
は
渋
口
郷
分
銭
注
文
に
み
え
る
立
河
・
横
山
に
つ
い

て
、
鎌
倉
前
期
ま
で
領
し
て
い
た
が
、
後
期
に
は
北
条
氏
領
に

組
み
込
ま
れ
、
そ
の
後
、
室
町
幕
府
料
所
か
ら
鎌
倉
府
料
所
へ

と
変
遷
す
る
過
程
で
、
恩
賞
と
し
て
立
河
・
横
山
に
か
つ
て
所

領
と
し
て
い
た
由
緒
に
よ
り
預
け
置
か
れ
た
と
想
定
す
る
（
（2
（

。「
横

山
殿
分
」
に
つ
い
て
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
が
、「
立
河
方
」
に

つ
い
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
。
⑨
「
一
散
在　

立
河
方　

阿
久
津

殿
分
」
と
あ
る
の
で
、「
立
河
方
」
と
は
地
域
名
で
、
そ
の
支

配
者
が
阿
久
津
殿
な
の
で
あ
ろ
う
（
（2
（

。
⑤
「
仁
木
方
」
も
足
利
尊

氏
側
近
の
仁
木
頼
章
・
義
長
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

彼
等
も
既
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、「
仁
木
方
」
と
は
仁
木
氏

が
か
つ
て
支
配
し
た
地
域
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
稲
毛
新
荘

木
多
見
方
は
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
を
初
見
と
し
、
延
徳

二
年
（
一
四
九
〇
）
に
は
「
武
州
橘
花
郡
稲
毛
庄
坂
戸
郷
木
田

見
方
」
と
み
え
る
（
（2
（

。
多
摩
川
対
岸
の
多
東
郡
木
田
見
郷
の
飛
地

と
は
考
え
が
た
く
、
恐
ら
く
は
江
戸
氏
の
庶
家
の
木
田
見
氏
が

坂
戸
郷
内
に
所
領
を
得
て
、そ
の
支
配
地
と
し
て
木
田
見
「
方
」

と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
仁
木
方
」「
木
田

見
方
」
の
よ
う
に
か
つ
て
の
占
有
者
の
名
前
が
地
域
名
と
し
て

残
存
し
た
の
で
あ
れ
ば
、「
立
河
方
」
も
か
つ
て
立
河
氏
が
占

有
し
た
地
域
と
な
ろ
う
。

　

こ
の
立
河
方
は
、
⑦
⑧
⑨
で
三
町
八
段
、
全
体
の
30
％
近
く

と
な
り
領
家
方
②
③
の
三
町
五
段
よ
り
も
大
き
い
。
つ
ま
り
か

つ
て
立
河
氏
は
渋
口
郷
の
三
分
の
一
に
も
及
ぶ
領
主
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
前

述
の
よ
う
に
山
野
が
明
ら
か
に
し
〔
小
川
系
図
〕（

（3
（

に
示
し
た
よ
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う
に
、
日
奉
氏
の
一
庁
官
系
に
は
鎌
倉
幕
府
初
頭
頃
の
「
稲
毛

五
郎
」
が
お
り
、
ま
た
鎌
倉
中
期
以
降
に
は
二
庁
官
の
立
河
系

の
稲
毛
氏
が
み
え
る
の
で
、
日
奉
系
稲
毛
氏
の
入
部
が
平
安
・

鎌
倉
期
で
あ
る
可
能
性
は
指
摘
し
得
る
。

５
、
日
奉
党
一
庁
官
系
の
長
沼
・
細
山
氏

　

前
掲
小
川
系
図
で
注
目
し
た
い
の
は
、一
庁
官
系
の
動
向
で
、

実
遠
・
実
重
ら
は
『
吾
妻
鏡
』
や
建
暦
三
年
の
武
蔵
国
留
守
所

下
文
な
ど
で
そ
の
実
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
（
（3
（

、
そ
の
近
親
に
長

沼
・
細
山
が
み
え
、
長
沼
は
多
摩
郡
・
稲
城
市
の
東
長
沼
、
細

山
は
橘
樹
郡
・
川
崎
市
麻
生
区
に
比
定
さ
れ
る
。

　

長
沼
は
多
摩
川
沿
い
で
、対
岸
の
西
側
に
国
府
が
所
在
す
る
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
同
村
に
つ
い
て
、
多
摩
郡
の
南
の

端
で
橘
樹
郡
の
小
沢
郷
に
属
し
、
南
は
同
郡
細
山
村
、
西
は
大

丸
村
に
つ
づ
く
と
説
明
す
る
。
ま
た
式
内
社
と
さ
れ
る
青
渭
神

社
、
行
基
の
開
基
と
さ
れ
平
安
末
期
の
作
と
さ
れ
る
阿
弥
陀
三

尊
像
の
あ
る
常
楽
寺
が
所
在
し
、
そ
の
西
側
報
恩
寺
（
廃
寺
）

は
「
こ
の
境
内
を
城
山
と
号
す
、
昔
長
太
郎
と
云
人
居
住
の
地

な
り
」
と
し
城
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
細
山
は
そ
の
南
の
多

摩
丘
陵
中
で
あ
り
、
と
も
に
小
沢
郷
内
と
な
る
（
末
尾
〔
多
摩

川
右
岸
図
〕
参
照
）。

　

小
沢
郷
は
『
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
現
在
の
稲
城
市
の
押
立

を
除
い
た
地
域
と
、
川
崎
市
麻
生
区
の
金
程
・
細
山
、
同
市
多

摩
区
の
菅
と
い
う
多
摩
・
橘
樹
両
郡
に
ま
た
が
る
広
域
の
郷
と

さ
れ
る（『
稲
城
市
史
通
史
編
上
』一
九
九
一
年
）。元
久
二
年（
一

二
〇
五
）
十
一
月
に
は
、
畠
山
重
忠
事
件
で
誅
殺
さ
れ
た
稲
毛

重
成
の
旧
領
小
沢
郷
が
そ
の
孫
綾
小
路
姫
君
に
給
付
さ
れ（『
吾

妻
鏡
』
同
四
日
条
）、
ま
た
重
成
の
子
重
政
は
小
沢
を
称
し
て

い
る
。『
風
土
記
稿
』
で
示
さ
れ
た
小
沢
郷
の
範
囲
が
中
世
ま

で
遡
及
す
る
や
否
や
は
不
明
だ
が
、
そ
の
範
囲
に
一
在
庁
系
の

長
沼
・
細
山
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
秩
父
一
族
稲
毛
・
小
山

田
氏
と
日
奉
氏
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

日
奉
党
の
宗
守
系
は
一
庁
官
を
歴
任
す
る
嫡
流
で
あ
り
、
多

摩
・
橘
樹
郡
の
境
界
地
帯
を
拠
点
化
し
た
の
に
対
し
、
宗
守
の

弟
宗
定
系
は
、
宗
貞
の
注
記
に
「
得
恒
・
由
木
・
平
山
・
中

野
・
河
口
」
と
あ
る
よ
う
に
、
多
摩
川
・
秋
川
の
上
流
域
に
展

開
し
て
い
る
。
小
川
弘
直
は
『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年
（
一
一
八

一
）
四
月
二
十
日
条
に
吉
富
・
一
宮
・
蓮
光
寺
の
支
配
を
小
山

田
重
成
、後
の
稲
毛
重
成
と
争
っ
て
勝
ち
取
っ
た
「
平
太
弘
貞
」

に
比
定
さ
れ
て
い
る
（『
多
摩
市
史
通
史
編
一
』
一
九
九
七
年
、
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五
九
九
頁
）。
こ
の
吉
富
郷
地
域
は
中
世
後
期
に
は
関
戸
と
呼

ば
れ
、
小
山
田
方
面
か
ら
北
上
す
る
鎌
倉
街
道
が
多
摩
川
を
渡

河
す
る
場
所
で
あ
り
、
数
々
の
合
戦
の
舞
台
と
も
な
っ
て
い
る

要
衝
で
あ
り
、
秩
父
氏
・
日
奉
氏
が
領
有
を
争
っ
た
の
も
そ
こ

に
理
由
が
あ
ろ
う
（『
同
』
五
六
〇
頁
～
）。

　

た
だ
し
高
家
秩
父
氏
と
武
蔵
七
党
の
日
奉
氏
と
の
身
分
差
は

明
確
で
、
ま
た
秩
父
氏
家
督
が
在
庁
の
ト
ッ
プ
の
留
守
所
惣
検

校
職
を
歴
任
し
た
の
に
対
し
て
、
日
奉
氏
は
一
・
二
庁
官
と
し

て
仕
え
る
立
場
に
あ
り
職
務
的
に
も
上
下
関
係
に
あ
る
。
吉
富

等
の
領
有
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
内
乱
期
・
幕
府
創
世
期
と
い
う

特
別
な
状
況
が
も
た
ら
し
た
ト
ラ
ブ
ル
と
い
え
よ
う
。
む
し
ろ

前
述
の
よ
う
に
稲
毛
重
成
・
重
政
父
子
の
支
配
す
る
小
沢
郷
内

の
長
沼
・
細
山
を
日
奉
氏
が
拠
点
と
し
、
ま
た
日
奉
氏
が
先
行

し
て
稲
毛
荘
域
へ
進
出
し
、
そ
れ
を
追
う
か
た
ち
で
重
成
が
入

部
す
る
よ
う
に
、
秩
父
・
日
奉
氏
は
連
携
し
て
多
摩
川
右
岸
域

へ
進
出
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

６
、
多
摩
川
右
岸
平
野
の
用
水
と
日
奉
党
・
秩
父
一
族

　

こ
の
秩
父
・
日
奉
が
連
携
し
て
多
摩
川
右
岸
へ
展
開
す
る
状

況
に
あ
っ
て
注
目
し
た
い
の
が
、
大
丸
用
水
・
二
ヶ
領
用
水
と

の
関
係
で
あ
る
。
大
丸
用
水
は
稲
城
市
大
丸
で
多
摩
川
か
ら
取

水
し
、
近
世
大
丸
村
・
長
沼
村
・
矢
野
口
村
・
押
立
村
・
菅
村
・

中
野
島
村
・
上
菅
生
村
・
五
反
田
村
・
登
戸
村
の
九
ヶ
村
を
灌

漑
す
る
（
（3
（

。
二
ヶ
領
用
水
は
、
中
野
島
・
宿
河
原
を
多
摩
川
か
ら

の
取
水
口
と
し
、
多
摩
川
右
岸
低
地
部
の
川
崎
・
稲
毛
両
領
を

灌
漑
す
る
。
近
世
に
お
い
て
は
別
々
の
水
利
組
合
に
管
理
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
一
体
性
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
斎
藤
司
は
武
蔵
国
府
中
領
の
押
立
・
常
久
村
と
長
沼
村
・

大
丸
村
と
の
境
相
論
に
つ
い
て
の
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
十

一
月
十
四
日
幕
府
裁
許
状
に
「
新
玉
川
稲
毛
関
」
と
あ
り
、
ま

た
こ
れ
に
添
え
ら
れ
た
絵
図
に
は
「
稲
毛
せ
き
」「
稲
毛
せ
き

ぼ
り
」
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
大
丸
・
長
沼
に
設
け
ら
れ
た

関
・
水
路
は
稲
毛
領
へ
の
灌
漑
を
目
的
と
し
た
堰
・
用
水
で
あ
っ

た
と
す
る
（
（3
（

。
そ
の
後
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
い
た
る

ま
で
の
多
摩
川
河
道
の
変
化
や
、
新
田
開
発
の
展
開
な
ど
に
よ

り
、
大
丸
用
水
と
二
ヶ
領
用
水
と
に
分
離
し
た
と
さ
れ
る
。

　

現
況
で
も
大
丸
用
水
の
末
流
は
、
生
田
の
榎
戸
で
二
ヶ
領
用

水
に
落
ち
て
お
り
（
（3
（

、
両
用
水
は
運
用
面
で
は
分
離
し
て
い
る
が

流
路
上
は
一
体
と
い
え
る
。
こ
の
多
摩
郡
南
部
か
ら
橘
樹
郡
に

か
け
て
の
多
摩
川
右
岸
の
水
利
体
系
の
一
体
性
が
、
近
世
以
前
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で
は
い
か
が
か
も
ち
ろ
ん
不
明
で
あ
る
。こ
と
に
戦
国
期
に
は
、

流
路
が
南
寄
り
で
、
現
在
は
右
岸
の
宿
河
原
・
登
戸
も
戦
国
期

に
は
左
岸
と
さ
れ
、
ま
た
溝
の
口
付
近
で
も
流
路
は
南
寄
り
ら

し
く
（
拙
稿
Ａ
）、
こ
の
場
合
に
大
丸
・
長
沼
で
取
水
し
た
用

水
路
が
、稲
毛
荘
域
に
ま
で
達
し
て
い
た
の
か
疑
問
で
は
あ
る
。

こ
う
し
た
多
摩
川
の
乱
流
は
歴
史
時
代
を
通
じ
て
頻
発
し
て
い

た
こ
と
は
、
多
摩
川
右
岸
平
地
に
旧
河
道
が
網
の
目
状
に
刻
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
明
確
で
、
南
北
に
振
れ
る
河
道
の
状
況
に
応

じ
た
堰
・
水
路
な
ど
の
灌
漑
設
備
が
設
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

こ
と
に
地
形
図
に

⬇

で
示
し
た
大
丸
と
堰
・
溝
の
口
の
二
ヶ

所
は
、多
摩
川
の
流
路
に
多
摩
丘
陵
が
突
き
出
た
地
形
で
あ
り
、

前
者
は
大
丸
用
水
の
取
水
口
で
、
後
者
は
拙
稿
Ａ
で
中
世
の
取

水
口
と
推
定
し
た
場
所
と
な
る
。
近
世
に
お
い
て
大
丸
・
二
ヶ

領
用
水
の
二
系
統
に
分
割
運
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
形

上
の
制
約
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
斎
藤
が
説
い
た
よ
う

に
、
国
府
対
岸
か
ら
橘
樹
郡
衙
に
か
け
て
の
多
摩
川
右
岸
氾
濫

平
野
で
の
灌
漑
運
用
が
、
全
く
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考

え
が
た
い
。
そ
れ
は
現
況
が
大
丸
用
水
の
余
水
を
二
ヶ
領
用
水

が
受
け
て
い
る
よ
う
に
、
状
況
に
応
じ
て
で
は
あ
っ
て
も
連
携

し
つ
つ
運
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。

　

平
安
末
期
か
ら
中
世
初
頭
に
お
い
て
、
そ
の
一
体
的
な
運
用

に
関
与
し
て
い
た
存
在
と
し
て
、多
摩
川
右
岸
低
地
部
の
長
沼
・

小
沢
・
稲
毛
・
渋
口
、
さ
ら
に
は
丸
子
・
河
崎
に
拠
点
を
設
け

て
い
る
秩
父
一
族
・
日
奉
党
一
庁
官
系
を
想
定
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
渋
口
郷
は
橘
樹
郡
衙
膝
下
で
二
ヶ
領
用

水
の
根
方
用
水
が
矢
上
川
に
落
ち
る
終
着
点
で
、
か
つ
中
原
街

道
に
接
続
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
こ
の
要
衝
地
に
は
畠
山

重
忠
の
弟
重
宗
と
、
一
庁
官
系
稲
毛
氏
が
入
部
し
、
さ
ら
に
そ

の
跡
に
二
庁
官
系
の
立
河
氏
が
入
部
し
た
と
い
っ
た
想
定
が
な

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
稲
毛
新
荘
渋
口
郷
の
分
銭
注
文
に
記

さ
れ
た
「
立
河
方
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
理
解
で
捉
え

た
い
。

ま
と
め

　

稲
毛
新
荘
渋
口
郷
の
北
側
台
地
に
は
古
代
橘
樹
郡
衙
が
あ

り
、
そ
の
正
倉
院
を
満
た
し
た
で
あ
ろ
う
条
里
は
北
東
側
に
展

開
す
る
。
多
摩
・
橘
樹
郡
に
ま
た
が
る
広
大
な
多
摩
川
右
岸
氾

濫
平
野
を
灌
漑
す
る
二
ヶ
領
用
水
の
一
流
根
方
用
水
は
、
そ
の

条
里
と
渋
口
郷
相
当
地
域
を
灌
漑
し
矢
上
川
に
落
ち
る
。
ま
た
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古
代
官
道
と
さ
れ
る
中
原
街
道
が
東
西
に
貫
通
す
る
交
通
の
要

衝
で
あ
っ
た
。

　

秩
父
一
族
の
家
督
畠
山
重
忠
の
弟
重
宗
は
、
同
郷
を
領
し
て

渋
口
を
名
乗
っ
て
お
り
、
重
宗
を
排
し
て
入
部
し
た
北
条
勢
力

が
去
っ
た
後
、
江
戸
氏
が
稲
毛
十
二
ヵ
郷
を
領
し
た
と
さ
れ
、

岩
松
氏
の
同
郷
入
部
に
あ
た
っ
て
は
頑
強
に
抵
抗
す
る
な
ど
、

同
郷
は
江
戸
氏
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
稲
毛
本
荘
の
中
心
は
、
拙
稿
Ｂ
で
言
及
し
た
よ
う
に
鎮
守

春
日
社
、
府
中
街
道
と
中
原
街
道
が
交
差
す
る
吉
良
氏
の
菩
提

寺
泉
澤
寺
周
辺
で
、
伝
稲
毛
重
成
の
屋
敷
跡
も
こ
の
付
近
と
な

る
。
古
代
官
道
に
あ
た
る
中
原
街
道
沿
い
に
本
荘
・
新
荘
と
も

に
、
荘
の
中
心
が
存
在
し
た
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

渋
口
郷
分
銭
注
文
で
は
在
家
・
散
在
と
も
に
堰
免
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
再
生
産
に
お
け
る
灌
漑
施
設
の
重
要
性
が
明
確
だ

が
、
一
町
ご
と
の
堰
免
が
お
よ
そ
領
家
方
が
二
段
、
給
主
が
一

段
大
と
給
主
方
よ
り
領
家
方
が
大
き
い
。
こ
の
違
い
は
灌
漑
施

設
に
対
す
る
責
任
の
大
き
さ
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
管

理
責
任
と
利
用
権
限
は
荘
園
領
主
に
所
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。
元
々
そ
れ
ら
責
任
・
権
限
は
国
司
・
国
衙
に
帰
属
し
、
立

荘
に
伴
っ
て
荘
園
領
主
に
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
、
同
注
文
の
「
立
河
方
」
が
「
領
家
方
」
よ
り
も

大
き
く
郷
全
体
の
30
％
に
及
ん
で
お
い
る
。
立
河
方
は
、
立
河

氏
が
当
知
行
し
て
い
る
場
所
で
は
な
く
、
か
つ
て
立
河
氏
が
占

有
し
地
区
名
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
平
安
末
期
に
稲
毛

を
称
し
た
日
奉
党
一
庁
官
系
の
稲
毛
氏
が
入
部
し
、
そ
の
跡
を

二
庁
官
立
河
系
の
稲
毛
氏
が
獲
得
し
た
経
緯
を
示
す
も
の
と
想

定
し
た
。
地
域
区
分
の
立
河
方
が
い
つ
設
定
さ
れ
た
の
か
は
定

か
で
な
い
が
、
日
奉
党
一
在
庁
系
の
稲
毛
氏
が
平
安
末
期
か
ら

存
在
し
て
お
り
、
稲
毛
新
荘
の
立
荘
段
階
の
可
能
性
は
高
い
。

　

日
奉
党
一
在
庁
系
は
稲
毛
荘
の
多
摩
川
右
岸
上
流
部
の
小
沢

郷
内
長
沼
・
細
山
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
同
地
域
に
は
渋
口
郷

に
至
る
灌
漑
用
水
の
取
水
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
堰
・

灌
漑
用
水
支
配
を
前
提
と
し
、
そ
の
流
末
に
あ
た
る
渋
口
郷
へ

同
系
一
族
が
進
出
し
、
稲
毛
を
称
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
際
に
は
在
庁
官
人
と
い
う
立
場
を
利
用
し
、
国
司
・
荘
園

領
主
な
ど
公
権
力
と
連
携
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
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【
注
】

（
１
）
河
合
英
夫
「
橘
樹
官
衙
遺
跡
群
の
調
査
と
そ
の
成
果
」

（『
史
叢
』
九
五
、
二
〇
一
六
年
）、
栗
田
一
生
「
武
蔵
国

橘
樹
郡
家
と
影
向
寺
遺
跡
」（『
古
代
東
国
の
地
方
官
衙
と

寺
院
』
山
川
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

（
２
）
栗
田
前
掲
論
文

（
３
）
中
林
隆
之
「
古
代
橘
樹
郡
・
影
向
寺
遺
跡
と
そ
の
史
的

前
提
―
屯
倉
・
県
と
名
代
―
」（『
専
修
大
学
人
文
科
学
年

報
』
五
一
、
二
〇
二
一
年
）

（
４
）
荒
井
秀
規
「
武
蔵
国
橘
樹
郡
家
と
南
武
蔵
の
交
通
」（『
史

叢
』
九
五
、
二
〇
一
六
年
）

（
５
）『
加
瀬
台
古
墳
群
の
研
究
Ⅰ
』（
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
一
九
九
六
年
）

（
６
）
中
林
前
掲
論
文

（
７
）
依
田
亮
一
・
黒
尾
和
久
「
多
摩
川
下
流
域
の
条
里
」（『
関

東
条
里
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年
）・
田
中

禎
昭
「
武
蔵
国
豊
島
郡
統
一
条
里
の
復
原
」（
同
前
）

（
８
）
菱
沼
一
憲
「
武
蔵
国
稲
毛
荘
・
丸
子
荘
の
治
水
と
灌
漑
」

（『
國
學
院
雑
誌
』
一
二
二
―
一
一
、
二
〇
二
一
年
）

（
９
）
村
上
直
「
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
小
泉
次
大
夫
」（『
わ

が
町
の
歴
史
川
崎
』
交
一
総
合
出
版
、
一
九
八
一
年
）

（
10
）
菱
沼
一
憲
「
稲
毛
本
荘
の
治
水
・
灌
漑
・
交
通
―
荘
鎮

守
春
日
社
所
在
の
宮
内
を
中
心
に
―
」（『
都
筑
・
橘
樹
地

域
史
研
究
』
四
、
二
〇
二
三
年
）

（
11
）
蟹
谷
・
子
母
口
・
明
津
・
上
野
川
・
下
野
川
・
久
末
・
清
沢
・

井
田
・
木
月
・
矢
上
・
南
加
瀬
・
北
加
瀬
の
一
二
ヶ
村
で

あ
ろ
う

（
12
）
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
六
月
矢
上
川
竹
木
伐
払
に
つ

き
願
書
『
川
崎
市
史
資
料
編
二
』
幸
区
深
瀬
哲
雄
家
所
蔵

（
13
）
黒
田
基
樹
「
室
町
後
期
の
江
戸
氏
」（『
扇
谷
上
杉
氏
と

太
田
道
灌
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）

（
14
）
栗
田
前
掲
論
文

（
15
）木
村
茂
光「
武
蔵
国
橘
樹
郡
稲
毛
荘
の
成
立
と
開
発
」（『
初

期
鎌
倉
政
権
の
政
治
史
』
同
成
社
、
二
〇
一
一
年
、
初
出

一
九
九
〇
年
）、
稲
毛
本
荘
田
数
目
録
（『
川
崎
市
史
資
料

編
一
』
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
中
右
記
部
類
』
紙
背
文
書

に
平
治
元
年
の
検
注
と
あ
る
。

（
16
）
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
十
一
月
九
条
道
家
処
分
状
『
川

崎
市
史
資
料
編
一
』
九
条
家
文
書

（
17
）『
川
崎
市
史
資
料
編
一
』『
人
車
記
』
紙
背
文
書
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（
18
）「
中
世
前
期
の
東
国
武
士
と
一
族
分
業
の
諸
段
階
」（『
日

本
史
学
集
録
』
四
一
、
二
〇
二
〇
年
）。
山
野
は
末
成
・

為
次
を
諱
と
解
す
る
が
、
仮
名
で
あ
ろ
う
。

（
19
）
湯
山
学
「
鎌
倉
時
代
の
立
河
氏
」（『
武
蔵
武
士
の
研
究
』

岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）・
小
国

浩
寿
「
南
北
朝
・
室
町
期
の
南
武
蔵
領
主
の
様
態
と
前
提
」

（
清
水
亮
編
『
中
世
関
東
武
士
の
研
究　

畠
山
重
忠
』
戎

光
祥
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）・
今
野

慶
信
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
立
川
氏
」（『
中
世
武
士
立
川

氏
関
係
史
料
集　

立
川
文
書
』
立
川
市
教
育
委
員
会
、
二

〇
一
〇
年
）・
山
野
龍
太
郎
「
宝
治
合
戦
と
武
蔵
国
の
西

党
一
族
」（『
日
本
史
学
集
録
』
四
三
、
二
〇
二
二
年
）

（
20
）
山
野
前
掲
二
〇
二
二
年
論
文

（
21
）
同
前

（
22
）
湯
山
前
掲
論
文

（
23
）今
野
慶
信「
得
宗
被
官
工
藤
氏
の
基
礎
的
考
察
」（『
鎌
倉
』

一
〇
七
、
二
〇
〇
九
年
）

（
24
）
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
八
月
十
三
日
曾
我
光
高
田
数

注
文
案
『
青
森
県
史
資
料
編
中
世
一
』
八
戸
（
遠
野
）
南

部
家
文
書
・
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
四
月
日
名
取
郡
四

郎
丸
名
内
若
四
郎
名
年
貢
結
解
状
『
同
』
同
・
元
亨
二
年

五
月
十
五
日
曾
我
資
光
譲
状
『
同
』
同
・
同
曾
我
資
光
譲

状
『
同
』
同

（
25
）
小
泉
聖
恵
「
得
宗
家
の
支
配
構
造
」（『
お
茶
の
水
史
学
』

四
〇
、
一
九
九
六
年
）

（
26
）
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
十
二
月
二
十
日
了
里
所
領
譲

状
案
『
鎌
倉
遺
文
』
二
五
六
九
四
、
得
田
文
書

（
27
）
小
国
前
掲
論
文

（
28
）『
川
崎
市
史
通
史
編
一
』
で
は
渋
口
郷
の
東
の
明
津
の
領

主
と
推
定

（
29
）
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
八
月
十
二
日
木
戸
範
員
安

堵
状
『
川
崎
市
史
資
料
編
一
』
光
明
寺
文
書
、
延
徳
二
年

（
一
四
九
〇
）
六
月
二
十
四
日
山
崎
重
久
書
状
『
同
』
同

（
30
）
原
図
は
塩
田
行
之
氏
旧
蔵
小
川
系
図
『
中
世
武
士
立
川

氏
関
係
史
料
集　

立
川
文
書
』（
立
川
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
一
〇
年
）

（
31
）山
野
龍
太
郎「
武
蔵
国
の
留
守
所
惣
検
校
職
と
一
庁
官
家
」

（『
武
蔵
野
ペ
ン
』
一
八
一
・
一
八
二
、
二
〇
二
〇
年
）

（
32
）『
二
ヶ
領
用
水
も
の
が
た
り
』（
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

二
〇
一
一
年
）
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〔
多
摩
川
右
岸
図
〕

（
33
）
斎
藤
司
「
二
ヶ
領
用
水
と
平
瀬
川
」（
旧
平
瀬
川
・
中
原

堰
研
究
会
編
『
平
瀬
川
の
研
究
』
二
〇
一
七
年
）

（
34
） 

菅
野
雪
雄
「
大
丸
用
水
」（『
武
蔵
野
』
五
六
―
一
、
一

九
七
七
年
）


